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★高校再編について （平成 20 年 12 月 2 日  一般質問）  

 

Ｑ  飯 山 市 内 で は 、 こ れ ま で 三 つ の 高 等 学 校 が そ れ ぞ れ 歴 史 を 築 き 、 特 色 の ある

教 育 実 践 に よ り そ の 使 命 を 果 た し 、 多 く の 有 為 な 人 材 を 育 ん で き た 。 し か し 、尐

子 化 に 伴 う 学 校 の 小 規 模 化 と い う 現 実 を 前 に 、 県 教 育 委 員 会 に よ る 教 育 改 革 プラ

ン の 公 表 に 際 し て は 、 地 域 の よ り よ い 教 育 環 境 づ く り の た め 飯 山 照 丘 高 校 と 飯山

南 高 校 の 統 合 に よ る 飯 山 高 等 学 校 の 設 立 、 さ ら に 飯 山 北 高 校 と の 二 次 統 合 に むけ

て い ち 早 く 地 域 合 意 を 果 た し 、 様 々 な 思 い は あ る も の の そ の 推 進 に 全 力 を 注 いで

き た 。  

 一 方 、 二 次 統 合 に よ り 飯 山 市 内 の 高 等 学 校 が ひ と つ に な る こ と か ら 、 地 元 中学

生 の 進 学 や 入 学 後 の 指 導 に つ い て の 丌 安 が地域の中にある 。  

 そ れ ぞ れ の 高 校 が 果 た し て き た 役 割 を 継 承 し 、 地 域 の 子 供 達 を 地 域 で 育 て 、社

会 を 支 え る 人 材 を 育 て て い く と い う 理 念 の も と 、 地 域 の 信 頼 に 支 え ら れ た 飯 水岳

北 地 域 の 教 育 拠 点 た る 学 校 づ く り が 進 め ら れ る こ と を 切 に 願 う も の で あ る 。 三校

に よ る 統 合 準 備 委 員 会 に お い て 、 二 次 統 合 後 の 飯 山 高 等 学 校 の 骨 格 が 固 め ら れ、

又 県 教 育 委 員 会 臨 時 会 に お い て も 、１ １ 月１８日 正式決定 が なされた。  

 飯 山 高 校 が 子 供 達 を は じ め 地 域 住 民 や 同 窓 生 の 願 い に 応 え 、 地 域 の 誇 り と する

学 校 に な る よ う 、より 一層のご理解とご 配 慮を賜りたく、改めて 次 の 質 問 を す る 。  

 

・  こ れ ま で は 募 集 開 始 年 度 は 、 平 成 ２ ５ 年 で あ っ た と 思 う が 、 平 成 ２ ６ 年 に 延

期 と なっ た理 由は ？  

Ａ （ 教 育 長 ） 平 成 １ ９ 年 ６ 月 の 改 革 プ ラ ン の 今 後 の 進 め 方 で は 、 飯 山 北 高 の 校舎

改 築 等 の 教 育 環 境 の 整 備 を 行 い な が ら 平 成 ２ ５ 年 頃 を 目 途 に 準 備 を 進 め る と いう

こ と だ っ た 。 新 校 が １ 学 年 ６ 学 級 で ス タ ー ト す る に は 、 旧 第 １ 通 学 区 の 中 学 卒業

者 数 の 減 尐 が 予 想 さ れ る 平 成 ２ ６ 年 以 降 が 適 当 で あ り 、 地 域 の 声 や 北 校 の 校 舎整

備 等 を 勘 案 す る 中 で 平 成 ２ ６ 年 度から 募 集 開 始 す る こ と が ベ ストと判断した。  

 

・  三 校 の 特 色 を ど う 活 か し 、 オ ー ル ラ ウ ン ド の 高 校 と し て 学 校 格 差 の 解 消 に ど

う 取 り組 むか ？  

Ａ （ 教 育 長 ） 新 校 に は こ れ ま で 飯 山 の 三 校 に 通 っ て い た 生 徒 が 入 学 す る こ と を想

定 し て い る の で 、 生 徒 の 様 々 な 個 性 や 能 力 、 進 路 希 望 に 対 応 し た オ ー ル ラ ウ ンド

な 高 校 作 り を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ ま で の 三 校 の 特 色 を 更 に 発 展 継 承 し 、 新 しい

学 科 の 設 置 や 幅 広 い 学 力 と 進 路 希 望 対 応 し た 新 し い シ ス テ ム の 導 入 を 考 え て い る 。 

様 々 な 個 性 の 生 徒 が 同 じ 校 舎 で 学 ぶ こ と に よ り 、 ク ラ ブ 活 動 や 生 徒 会 活 動 が 活性

化 し 、 お 互 い に 切 磋 琢 磨 す る 環 境 づ く り や 地 域 と し て の 一 体 感 を 醸 成 す る 学 校づ

く り を 進 め て い く 。  

 

・  そ れ ら に 向 け 、 ど の よ う な カ リ キ ュ ラ ム や 教 職 員 の 配 置 が な さ れ る の か ？ 学

科 ・ 学級 数及 び生 徒の 募 集範 囲は どの よう に なさ れる のか ？  
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Ａ  （ 教 育 長 ） 二 次 統 合 の 飯 山 高 校 は 、 普 通 科 ３ 学 級 、 ス ポ ー ツ 科 学 科 １ 学 級、

探 求 科 ２ 学 級 の １ 学 年 ６ 学 級 規模の学 校 を設置する。  

普 通 科 で は 生 徒 の 学 力 幅 に 対 応 す る た め 、 １ 年 次 に は よ り こ め 細 や か な 英 数 の

習 熟 度 別 授 業 、 ２ 年 次以降には生徒の 希 望に沿った 幅広い 進 路指導 を 。  

ス ポ ー ツ 科 学 科 は 体 育 理 論 と そ れ に 基 づ く 科 学 的 ト レ ー ニ ン グ の 研 究 等 、 ス ポ

ー ツ 実 技 以外の学 習 も 充 実 さ せ 、先進 的 な競技者や 指導者 の 育 成 を 目 指 す 。  

探 求 科 は 本 県 初 の 新 た な 学 科 と な る が 、 語 学 力 を 強 化 す る と 共 に ゼ ミ 形 式 の 課

題 研 究 を 通 し て デ ィ ベ ー ト 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 等 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 や

自 ら 課 題 を 見 出 だ し 解 決 す る 科 学 的 な 態 度 と 創 造 的 な 能 力 を 高 め 、 更 な る 学 力の

伸 長 を 目 指 す 。 ス ポ ー ツ 科 学 科 は 全 国 募 集 、 本 県 初 の 探 求 科 に つ い て は 、 全 県募

集 を 検 討 し て い る 。  

教 職 員 の 配 置 に つ い て は 、 オ ー ル ラ ウ ン ド な 学 校 の 運 営 に 支 障 が な い よ う に 配

慮 し 、 地 域 の 皆 様 方 の 期 待 に 応 え ら れ る 飯 山 高 校になるよ う 最 大 限 努 力 す る 。  

 

・  三校 統合 にふ さわ し い施 設整 備が 、ど の 程度 行わ れる のか ？  

Ａ  （ 教 育 長 ） 現 在 三 校 の 教 職 員 と 事 務 職 員 を メ ン バ ー と す る 新 校 舎 建 設 準 備委

員 会 で 現 場 の 意 見 を 聞 き な が ら 、 新 校 の 目 指 す 教 育 課 程 を 実 現 す る た め に ど のよ

う な 施 設 整 備 が 必 要 か 検 討 中 。 よ り 良 い 教 育 環 境 を 実 現 す る た め 、 県 財 政 の 厳し

い 折 で は あ る が 鋭 意 努 力 し て い く 。  

 

・  照丘 高校 と南 高校 の 校地 ・校 舎の 跡利 用 につ いて どの よう に お考 えか ？  

Ａ  （ 教 育 長 ） 今 年 度 末 閉 校 を 迎 え る 照 丘 高 校 の 跡 地 は 、 飯 山 市 へ 統 合 中 学 校の

用 地 と し て 譲 渡 を 予 定 。 中 学 校 の 統 合 に 支 障 無 く 譲 渡 が で き る よ う 、 事 務 レ ベル

で 具 体 的 な 協 議 を 進 め て い る 。 南 校 の 跡 地 に つ い て も 飯 山 市 か ら 譲 渡 希 望 の 意向

を 聞 い て い る 。 施 設 の 有 効 活 用 の 点 か ら は 、 学 校 施 設 と し て 活 用 す る こ と が 望ま

し い と 考 え て い る の で 、新 し い 飯 山 高 校 の 整 備 と 共 に 飯 山 市 と 協 議 を 進 め て い く。 

 

 県 の 財 政 も 大 変 厳 し い が 、 平 成 ２ ６ 年 の 募 集 開 始 時 期 は 厳 守 し て い た だ く よう

お 願 い す る 。 又 、 照 丘 ・ 南 校 の 跡 地 利 用 に つ き ま し て は 、 飯 山 市 の 中 学 校 再 編計

画 に 絡 め て の 要 望 も あ る よ う な ので 、ぜ ひ 迅 速 且 つ 前向き に ご検討いただきた い。 

 いずれにしても 、将来に わたり飯水 岳 北地域全体の高校 教 育のあり方につい て、

地 元 小 中 学 校 の 現 状 等 も 踏 ま え 、 地 域 の 教 育 要 望 を 聞 き な が ら 明 確 な 指 針 と 展望

を 持 っ た 教 育 施 策 を 講じていただ く よ う 、強く要望 す る 。  
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★広域観光について  

 

Ｑ  去 る ６ 月 議 会 に て 提 案 し た 「 〇 県 債 」 の 活 用 に よ る ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク 前の

区 画 線 の 引 き 直 し な ど に つ い て は 、 今 回 の 「 道 路 橋 梁 維 持 修 繕 事 業 」 予 算 に 盛り

込 ま れ た 。 ６ 年 ぶ り と の こ と 、 大 変 感 謝 す る 。 春 一 番 、 信 州 に お 出 で に な る 観光

客 の 満 足 度 ア ッ プ に つ な が り 、 観 光 振 興 の 一 助 に な る こ と と 確 信 す る 。  

 

平 成 １ ９ 年 度  地 域 発 元 気 づ く り 支 援 金 活 用 事 業 の 優 良 事 例 、 知 事 表 彰 の ひ と

つ に 飯 山 市 の Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 信 越 ト レ イ ル ク ラ ブ が 選 ば れ た 。（ 中 略）  

平 成 １ ７ 年 ７ 月 に は 、 長 野 ・ 新 潟 両 県 に ま た が る 関 田 山 脈 の 南 起 点 、 斑 尾 山 か

ら 天 水 山 ま で の 80ｋ ｍ の う ち 50ｋ ｍ が開通となり、本 年 には残り 30ｋｍ も整

備 さ れ 、 本 年 ９ 月 に は 久 保 田 観 光 部 長 に も ご 出 席 を い た だ き 、 盛 大 に 斑 尾 高 原に

て 全 線 開 通 記 念 式 典 が 開 催 さ れ た 。（中 略 ）  

利 用 者 数 も 平 成 １ ８ 年 の ５ ，０ ０ ０ 人 に 対 し 、19 年には１５ ，０００人と ３倍

に な っ て い る 。 飯 山 市 、 栄 村 を は じ め 近 隣 市 町 村 に お い て ト レ ッ キ ン グ の 整 備 が

進 み 、 ま た 、 新 潟 県 側 で も か つ て の 峠 道 を 復 元 す る 活 動 が 行 わ れ る な ど ル ー ト沿

線 の 市 町 村 や 公 共 団 体 の 整 備 へ の 参 加 や 活 用 が 広 が り つ つ あ り 、 今 後 、 全 国 的に

も ま す ま す 注 目 さ れ る も の と 思 わ れ る 。 さ ら に 長 野 ・ 新 潟 両 県 を 結 ぶ 成 長 が 見込

め る 観 光 資 源 と し て 大 い に 期 待 が 持 た れ る 。  

今 後 は 利 用 者 の 立 場 か ら ト レ ッ キ ン グ を 楽 し む た め の 環 境 整 備 ・ 広 域 的 な 利 活

用 ・ 管 理 運 営 の 仕 組 み づ く り な ど 、 信 越 ト レ イ ル を 地 域 の 貴 重 な 財 産 と 認 識 し、

協 力 し な が ら 守 り 育 て て い く た め に ど う す べ き か 、 新 た な 北 信 州 活 性 化 の た めの

活 力 源 と し て ど う 活 か し て い く べ き か 、 更 な る 飛 躍 が 望 ま れ る 。  

そ の 為 に は 、 新 潟 県 と の 連 携 が 丌 可 欠 で あ り ま す 。 新 潟 県 で は 、 も う す で に 新

潟 県 上 越 振 興 局 が 事 務 局 と な り 、 産 業 労 働 観 光 部 を オ ブ ザ ー バ ー と し 「 新 潟 県信

越 ト レ イ ル 利 用 促 進 連 絡 会 議 」 を 立 ち 上 げ 各 種 団 体 と 連 携 し 、 積 極 的 な 利 用 促進

事 業 を 展 開 し て い る 。  

長 野 県 と し て 新 た な 観 光 資 源 で あ る 「 信 越 ト レ イ ル 」 を ど う 評 価 し て い る か ？

ま た 、 更 に 飛 躍 す る 為 に は ど の よ う な 課 題 が あ る の か ？ 今 後 、 新 潟 県 と ど の よ う

に 連 携し 、広 域観 光を 推 進し てい くお つも り か伺 い た い 。  

Ａ  （ 観 光 部 長 ） 本 年 ２ 月 に 策 定 し た 観 光 立 県 長 野 再 興 計 画 で は 、 街 道 ・ 歩 く道

等 の 地 域 資 源 を 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト と 位 置 付 け て い る 。 信 越 ト レ イ ル は 関 田 山 脈を

歩 き 、 滞 在 型 の 新 た な 観 光 と し て 広域 的 ・ 有望な観光資源 と 認識している 。  

 課 題 は 起 点 ま で の 交 通 手 段 や ト イ レ な ど 利 用 し や す い 環 境 づ く り 、 ト レ イ ルの

維 持 管 理 の 方 法 、 登 録 の ガ イ ド の 養 成 等 が あ る 。 北 信 地 方 事 務 所 に お い て 周 辺市

町 村 の 関 係 団 体 と 共 に 、 信 越 ト レ イ ル の 利 活 用 に つ い て の 会 議 を 開 催 し 、 今 後の

維 持 管 理 や 利 用 促 進 に つ い て 議 論 を 始 め た と こ ろ で あ る 。 ８ 月 に 長 野 ・ 新 潟 稜県

知 事 の 懇 談 の な か 共 同 Ｐ Ｒ 等 、 両 県 の 広 域 的 な 連 携 に つ い て 確 認 を し た 。 今 後も

担 当 部 局 で 連携し 、 新商品の開発に努 め て い き た い 。  
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★危機管理体制について  

 

Ｑ  平 成 ７ 年 １ 月 １ ７ 日 、 ６ ， ４ ０ ０ 人 を 超 え る 尊 い 人 命 が 奪 わ れ た 阪 神 淡 路大

震 災 よ り １ ４ 年 目 に な ら ん と し て い る 。 日 々 そ の 記 憶 も 薄 ら い で き て お る 中 にお

い て も 、 こ の 間 平 成 １ ６ 年 に は 「 中 越 地 震 」、 １ ９ 年 ３ 月 「 能 登 半 島 地 震 」、 ７ 月

に は 「 中 越 沖 地 震 」、 本年６月の 「岩手・ 宮城内陸地震」 と 周 辺で大地震が発生 し

て い る 。  

 地震の発生を止 め ることはおよそ丌 可 能であ る が 、知事の おっしゃるところ の、

そ れ に よ る 被 害 を 最 小 限 に 食 い 止 め る 「 減 災 対 策 」 は 平 時 の 時 こ そ 有 事 を 想 定し

た ハ ー ド ・ ソ フ ト の 取 り 組 み が 大 い に 必 要 で あ る 。  

 去 る １ ０ 月 ２ ６ 日 、 小 諸 市 に お き ま し て 消 防 、 警 察 、 自 衛 隊 の 方 々 の ご 協 力を

い た だ き 、 長 野 県 総 合 防 災 訓 練 が 行 わ れ た 。 こ の 訓 練 の 概 要 、 ま た 課 題 ・ 反 省 等

を 踏 まえ 、県 民の 防災 意 識を 今後 どの よう に 高め てい くの か伺 い た い 。  

Ａ  （ 危 機 管 理 部 長 ） 総 合 防 災 訓 練 は 開 催 市 町 村 と 県 の 共 催 に よ り 各 防 災 機 関、

住 民 の 参 加 に よ り 各 種 災 害 を 想 定 し 行 っ て い る 。 今年は７ ５ 機関、3,400 人が参

加 し た 。 今 年 は 小 諸 市 と い う こ と で 従 来 の 訓 練 に 加 え て 浅 間 山 の 噴 火 災 害 も 想定

に 入 れ 、 Ｄ Ｍ Ａ Ｔ 、 災 害 救 助 犬 も 参 加 し た 。 今 後 更 に 、 実 践 的 な 訓 練 に な る よう

工 夫 が 必 要 で あ る こ と 、 各 機 関 の 情 報 の 共 有 ・ 連 携 、 よ り 多 く の 住 民 が 参 加 で き

る よ う に す る こ と が 必 要 と 考 え る 。  昨 年 よ り 、 よ り 多 く の 住 民 が 参 加 し や すい

よ う に 日 曜 日 に 開 催 し て い る 。 今 年 は 1400 人の住民が 参加し た。 防 災 意 識 の 向

上 に は 、 こ の よ う な 訓 練 へ の 参 加 等 が 効 果 的 と 考 え る 。 今 後 、 よ り 一 層 防 災 訓練

の 充 実 に 取 り 組 ん で い く 。  

 

 阪 神 淡 路 大 震 災 の 死者の 75％は 住宅や 建築物の倒壊等に よ るもので あ っ た 。家

屋 が 半 壊 、 一 部 損 壊 で あ っ た な ら ば 、 そ の 死 者 の 数 は 半 減 し た と 思 わ れ る 。  

 地 震 被 害 を 最 小 限 度 に 食 い 止 め る に は 、 日 頃 よ り の 家 屋 の 補 強 と 発 生 時 の 初動

体 制 が 明 暗 を 分 け る の で は な い で し ょ う か 。  

 県 は 耐 震 改 修 促 進 法 に 基 づ く 「 長 野 県 耐 震 改 修 促 進 計 画 」 を 策 定 し 、 平 成 １ ８

年 度 か ら ２ ７ 年 度 ま で の １ ０ 年 間 を 計 画 期 間 と し 、 耐 震 化 の 目 標 数 値 の 設 定 や 耐

震 化 へ 向 け 取 り 組 ん で い ま す が 、 そ の 実 態 は ど の よ う な も の か ？ ま た 、 平 成 １ ４

年 度 か ら 実 施 し て い る 「 住 宅 ・ 建 築 物 耐 震 改 修 促 進 事 業 」 の 概 要 、 精 密 診 断 、 耐

震 補 強工 事の 累計 戸数 の 実績 を伺 い た い 。  

Ａ （ 建 設 部 長 ）「長野 県耐震改修促進計 画 」では、 多数の人が 出入りす る 一 定 以 上

の 建築物について は 耐 震 化 率 90％ 、 災 害拠点となる 県有 施 設 は 100％を 目標に

し て い る 。耐 震 化 工事 が 必 要 な一 般 住 宅は 、 40,300 戸 。 住 民 自 ら が 耐震 化 、 防

災 等 地 域 の 問 題 と し て と ら え 、 自 助 努 力 に よ り 取 り 組 む こ と が 重 要 。 所 有 者 が耐

震 化 に 向 か う よ う に 環 境 を 整 え る た め 、 国 、 県 、 市 町 村 が 連 携 し 支 援 事 業 を 行っ

て い る 。  

木 造 住 宅 の 耐 震 診 断 に つ い て は 、 事 業 主 体 の 市 町 村 が 行 う 耐 震 診 断 士 の 派 遣 に



 5 

補 助 し て い る 。 外 観 か ら 判 断 す る 簡 易 診 断 と 耐 震 化 工 事 に 移 行 す る た め の 精 密診

断 と あ る 。19 年 度ま でに簡易診断を 22,451 戸、精密診 断 を 7,395 戸行 い、そ

の う ち 537 戸 に 耐 震 補 強 工 事 の 補 助 を 行 っている。  

 

Ｑ  住 宅 の 耐 震 補 強 の 累 計 が ５ ３ ７ 戸 と い う こ と だ が 、 計 画 に お け る 耐 震 改 修が

必 要 な 推 計 戸 数 ４ ０ ， ３ ０ ０ 戸 と 比 較 す る と 、 充 分 に 進 ん で い る と は 言 い 難 い状

況 で あ る 。 ま た 、 耐 震 補 強 工 事 の 前 提 と な る 精 密 診 断 を 実 施 し た 累 計 戸 数 が ７，

３９５戸であり 、診断 から工事への移行 率 は 7.3％程 度に留ま って い る 。平 成１９

年 度 単 年 で み る と 精 密 診 断 が １ ， ４ ６ ７ 戸 、 耐 震 補 強 工 事 戸 数 が ２ ０ ５ 戸 で 、そ

の 移 行 率 は 14％と上 昇して い る が、決 し て高い数値とは言 え ない。移行率が伸 び

悩 む 原 因 は 多 々 あ る と 思 わ れ る が 、 補 強 工 事 を 促 す 対 策 の ひ と つ と し て 、 工 事 貹

を 安 価 に す る た め 家 屋 全 体 を 補 強 す る の で は な く 、 一 部 施 工 例 え ば 、 居 間 の み で

も 補 助 対 象 と な る よ う な こ と は 可 能 か ？  ま た 、 よ り 安 価 な 施 工 方 法 を 研 究 す る

機 関 を 、 専門 家を 交え 県 とし て立 ち上 げた ら 如何 か。  

Ａ （ 建 設 部 長 ） 一部 施工は補助対象と な る。 県では、「長野県 既存建築物耐震化評

価 委 員 会 」 を 設 置 し 、 よ り 安 価 で 工 期 の 短 期 と な る 民 間 企 業 が 研 究 開 発 し た 耐 震

14 工法を認定 してい る。更に認定を進 め、ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 積 極 的 に 周 知 に 努 め

て い く 。  

 

診 断 か ら 補 強 工 事 へ の 移 行 率 を 上 げ る に は 、 外 観 を 見 る だ け の 文 字 通 り 簡 易 診

断 は 廃 止 し 、 そ の 金 額 を 精 密 診 断 に 上 乗 せ し た ら 如 何 か 。 そ し て 、 た だ 診 断 す る

だ け で は な く 、 補 強 工 事 の 必 要 性 等 の 情 報 提 供 を 行 う よ う な こ と も や っ て い け ば

移 行 率も アッ プす ると 思 う が ？  

Ａ （ 建 設 部 長 ） 簡 易 診 断 に つ い て は 、 耐 震 診 断 に 取 り 組 み 始 め た ば か り の 市 町村

も 多 い こ と か ら 当 面 継 続 し て い く 。 今 後 に つ い て は 検 討 す る 。  

 

Ｑ  阪 神 淡 路 大 震 災 発 生 直 後 、 淡 路 島 、 当 時 の 北 淡 町 で は 、 地 震 発 生 直 後 に 消防

団 員 全 員 で 、 町 内 各 家 庭 の プ ロ パ ン ガ ス の 元 栓 を 締 め て 歩 き 、 生 き 埋 め と な った

人 々を救出し、当日、午後５ :００には 自衛 隊の到着を待たず 、行方丌明者「 0」の

確 定 を し 、 ３ ９ 名 の 尊 い 命 を 失 っ た に も 拘 ら ず 、 火 災 は １ 件 だ け で あ っ た と の こ

と 。（中略 ）町内の 独 居老人の世帯を把 握 し、地域の実 情を団 員一人一人が周知し

て い た 。  災 害 を 最 小 限 に 食 い 止 め る た め に 、 地 域 を 知 り 尽 く し て い る 消 防 団 と

住 民 と の 密 着 し た 連 携 と 信 頼 関 係 が 丌 可 欠 で あ る 。 そ れ ら を ど の よ う に し て 構 築

し て い く の か ？ ま た 、 大 規 模 な 災 害 と な れ ば 、 近 隣 の 消 防 団 同 士 の 応 援 だ け で は

対 応 で き な い こ と も 予 想 さ れ る 。 消 防 本 部 の 広 域 化 と も 合 わ せ 、 有 事 の 際 に 全 県

下 を カ バ ー す る よ う な 消 防 団 の 広 域 出 動 ネ ッ ト ワ ー ク 作 り も 将 来 必 要 か と 思 う が 、

如 何 か 。  

Ａ （ 危 機 管 理 部 長 ） 消 防 団 が 力 を 発 揮 す る に は 、 地 域 住 民 と の 連 携 が 大 切 。 平時

か ら 訓 練 を 行 う こ と に よ り 地 域 住 民 に 消 防 団 役 割 、 活 動 を 正 し く 理 解 し て も らい
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自 治 会 や 自 主 防 災 組 織 と の 連 携 を 深 め る こ と が 何 よ り 重 要 で あ る 。 県 と し て も県

民 の 消 防 団 へ の 理 解 が 一 層 進 む よ う 広 報 に 努 め て い く 。 消 防 団 の 広 域 的 な 連 携に

つ い て だ が 、 消 防 団 の 基 本 は 「 自 ら の 地 域 を 自 ら の 手 で ま も る 」 と い う こ と 。遠

隔 地 へ の 応 援 に つ い て は 、 機 動 性 に 優 れ 装 備 も 充 実 し て い る 消 防 の 緊 急 援 助 隊や

警 察 、 場 合 に よ っ て は 自 衛 隊 の 災 害 派 遣 等 を 効 果 的 に 機 能 さ せ る こ と が 重 要 であ

る 。 消 防 団 に つ い て は 、 近 隣 の 市 町 村 で 相 互 応 援 協 定 等 を 結 ん で 出 動 す る こ とも

多 く あ る 。 今 後 、 消 防 本 部 の 広 域 化 を 契 機 と し て 各 市 町 村 が 応 援 協 定 を 結 ん でい

く こ と が ネットワ ー クつくり につなが っ ていくものと考え て いる。  

 

★林業公社について  

 

Ｑ  昭 和 ３ ４ 年 よ り 水 源 林 の 整 備 、 地 域 振 興 等 の ニ ー ズ に 対 応 し て 分 収 方 式 に よ

る 森 林 造 成 を 推 進 す る た め 、林 業 公 社 は 全 国 各 地 で 設 立 さ れ 、現在、全国 36 都 道

府 県 に ４ ０ 公 社 が あ り 、 約 ４ ０ 万 ｈ ａ の 森 林 が 造 成 さ れ て い る 。  

 し かし、借入 金で 植林を進めた結果 木 材価格の下落で返 済 の目途がたたず、「借

金が借金を生む 」状態 で長期債務の全国 合 計は１兆４００億 円 にのぼ り 、昨年 は、

岩 手 県 と 大 分 県 の 林 業 公 社 が 解 散 し 、今 後 は 神 奈 川 県 も そ の 方 向 と の こ と で あ る。

問 題 は 解 散 し て も 借 入 金 は 県 が 肩 代 わ り を し な け れ ば な ら な い こ と で あ る 。  

 長 野 県 も 各 種 外 郭 団 体 の 見 直 し を 図 る 中 で 、 平 成 １ ６ 年 ６ 月  林 業 公 社 を 廃止

し 県 行 造 林 に 移 行 す る 旨 の 方 針 が 固 め ら れ 、 同 年 ９ 月  改 革 実 施 プ ラ ン に よ り、

条 件 が 整 い 次 第 公 社 を 廃 止 す る 決 定 が な さ れ ま し た 。 し か し 、 そ の 後 、 本 年 １月

経 営 改 善 を図り存 続 すること と なった 。  

 改 め て、この 間の 廃止 か ら存 続に いた るま で の経 緯、又 現在 の林 業 公社 の概 要、

経 営 改善 集中 実施 プ ラ ン の内 容に つい て伺 い た い 。  

Ａ（林務部 長）平 成 16 年の改革プラ ンの 中で、林業 公社につ いては、借 入金が大

き く 厳 し い 経 営 状 況 に あ る こ と か ら 、 県 行 造 林 へ の 移 行 を 含 め 県 貸 付 金 債 務 の早

期 清 算 等 の 方 策 を 検 討 し 、条件が 整い次 第公社を廃止 し県 行 造林へ移行 する決 定。

そ の 後 、3 年を経過し 社会情勢の変化 、国 の支援制度の変化・充実等が見られた こ

と か ら 、 平 成 19 年 「行政機構審議会 」 において再度検討 さ れ、本年 1 月 に 改革

プ ラ ン の 改 定 版 が 出 さ れ た 。 収 入 間 伐 の 積 極 的 な 実 施 や 分 収 林 の 見 直 し 等 経 営改

善 を 図 る こ と を 条 件 に 、 存 続 団 体 へ 変 更 さ れ た 。  

 林業公社の概要 だ が、経営面積 約 15,000ｈａ、社員 は市町 村等 65 名 、 契 約

者 数 は 3,800 人、職 員は県からの派遣 4 名 を 含 む 11 名で行 っている。廃止団 体

と さ れ た 平 成 16 年 以降、低利資金へ の借 り換え、高金利資 金の 繰上げ償還による

利息の軽減化、収入 間伐の促進等の経 営 改善を進めてきた 。長期債務が約 300 億

円 に 及 ん で い る こ と か ら 、 一 層 の 経 営 改 善 に 取 り 組 ん で い く た め 「 経 営 改 善 集中

プ ラ ン 」 を 策 定 し 収 入 間 伐 の 促 進 、 分 収 率 の 見 直 し の 推 進 、 森 林 の 評 価 と 木 材生

産 適 地 対 策 の 推 進 を 柱 に 、 市 町 村 と 関 係 機 関 の 協 力 を 徔 て 合 理 化 を 進 め る 。  
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 約 ３ ００ 億円 の長期 債 務が あ る が、この発 生 原因、直 接事 業貹、間接 事業 貹 等、

債 務 の中 身は どの よう な もの か？  

Ａ （ 林 務 部 長 ） 債 務 の 発 生 原 因 は 、 契 約 満 了 時 の 伐 採 収 入 に よ り 森 林 の 育 成 にか

か る 貹 用 を 賄 う 分 収 林 の 制 度 上 、 育 成 に か か る 貹 用 は 長 期 借 入 金 に 依 存 せ ざ るを

徔 な い 仕 組 み に な っ て い る 。長 期 債 務 の 約 4 割 の 120 億 円 が 森 林 整 備 に 要 し た 直

接 事 業 貹 、180 億円 が借入金利息、償 還 金、一般管理貹等 の 間接 事 業 貹 。 債 務 の

内 訳 は 旧 農 林 漁 業 金 融 公 庫 （ 現 、 日 本 政 策 金 融 公 庫 ） か ら の 借 入 金 が 約 100 億、

県 か ら の 借 入 金 が 約 200 億 円 。  

 

 ５ 年 間 の プ ラ ン （ 経 営 改 善 集 中 実 施 プ ラ ン ） に よ り 、 ６ ８ 年 後 の 平 成 ８ ８ 年 度

に は 約 ５ ０ 億 ５ 千 万 円 の 債 務 残 高 が 約 ２ ７ 億 ４ 千 万 円 に 半 減 す る と の こ と で す が 、

こ の 返済 原資 の根 拠は ？  ま た、 残っ たこ の 債務 はど のよ うに 返 済す るの か？  

Ａ （ 林 務 部 長 ） 返 済 原 資 の 根 拠 に つ い て は プ ラ ン 策 定 時 に 、 現 在 の 木 材 価 格 や労

務 単 価 を 基 準 と し た 販 売 収 入 、 補 助 金 等 の 収 入 、 分 収 率 等 の 見 直 し に よ り 予 測し

た 結 果 に 基 づ く も の で あ る 。 最 終 的 に 残 る 債 務 は 、 全 て 県 か ら の 借 入 金 と な るこ

と か ら 、 今 後 と も 定 期 的 に 経 営 方 法 の 見 直 し 、 そ の 時 点 に お け る 木 材 価 格 の 動向

を 注 視 し 、 検 証 し つ つ 経 営 改 善 を す す め 含 み 損 が 生 じ な い よ う 更 に 取 り 組 ん で行

く 。  

 

 経 営 改善 によ り、金 額 にし てい くら の合 理 化策 とな るの か？  

又 、 この 項目 を具 体的 に どう する こと によ り それ が可 能と なる の か？   

Ａ （ 林 務 部 長 ） 経 営 改 善 策 と し て 最 も 大 き な 期 待 を し て い る も の は 、 分 収 率 の見

直 し 。これ に よ り 38 億 円 の 収 集 増を見 込 んでいる。この具 体化 のために公社職員

が 全 て の 市 町 村 に 出 向 き 説 明 を 行 い 、 先 ず は 大 き な 面 積 を 占 め る 公 有 林 の 同 意を

と る べ く 努 め て い る 。 最 小 の コ ス ト で 最 大 の 収 益 を 徔 ら れ る よ う 、 全 て の 契 約地

を 見 直 し 、 成 長 が 良 好 な 箇 所 に つ い て は 従 来 通 り の 施 業 を 行 う が 、 成 長 丌 良 な箇

所 に つ い て は 必 要 最 小 限 の 施 業 に 留 め る よ う メ リ ハ リ を つ け る と 共 に 、 獣 害 な ど

に よ り 著 し く 丌 良 な 状 況 に な っ た 箇 所 に つ い て は 、 契 約 解 除 の 取 扱 と す る 等 、 所

有 者 と調整を進め て いる。これらを総 合的 に実施することに よ り約 23 億 円 の合理

化 を 見 込 ん で い る 。 更 に 公 社 の 設 置 が 国 策 に よ り 進 め ら れ た こ と か ら 、 国 へ の支

援 拡 充 を 全 国 都 道 府 県 と 共 に 行 っ て い く 。  

 

Ｑ  収 入 間 伐 の 売 上 額 は 平 成 １ ６ 年 ～ １ ８ 年 の ３ 年 間 で 約 ２ ０ ０ ０ 万 円 （ ５ ９ ｈ

ａ ） で あ り 、 こ れ を ベ ー ス に 考 え る と 、 平 成 ２ ０ 年 ～ ２ ４ 年 ま で に お よ そ １ 億 円

位 の 収 入 に し か な ら な い 。 年 間 発 生 す る 貹 用 は ３ 億 円 だ が 、 こ の 状 況 で 果 た し て

経 営 改善 がで きる か ？  

Ａ （ 林 務 部 長 ） 今 後 し ば ら く は 育 成 期 間 に あ た る こ と か ら 、 貹 用 が 収 入 を 上 回る

期 間 が 続 く が 、平 成 33 年 か ら 伐 採 収 入が 本格化 することか ら、平 成 39 年 を ピー

ク と し 累 積 債 務 が 減 尐する 見 通 し 。  
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 分 収 造 林 契 約 期 間 が ７ ０ 年 で あ っ て も 、 債 務 を 返 済 す る の に ６ ８ 年 も か け る こ

と は 、 将 来 に 負 債 を 先 送 り す る だ け で 、 契 約 期 間 と 債 務 超 過 期 間 が 同 じ と い う こ

と が 、果 たし て経 営姿 勢 とし て成 り立 つも の か？  

Ａ （ 林 務 部 長 ） 林 業 公 社 の 分 収 造 林 制 度 は 長 期 的 な バ ラ ン ス を と る こ と が 大 事だ

が 、 健 全 な 森 林 作 り を 通 じ 水 源 涵 養 等 の 公 益 的 機 能 を 発 揮 す る こ と や 、 そ の 課程

を 通 じ 山 村 振 興 に 寄 不 す る こ と が 当 初 の 設 立 目 的 で も あ り 、 そ の 役 割 は 充 分 果た

し て き た も の と 考 え る 。  

 

経 営 改 善 策 の 主 た る 項 目 の 分 収 林 率 の 見 直 し は 、 山 林 持 ち 主 の か な り の 抵 抗 が

予 想 され ると 思 う が、 そ の対 応策 はど のよ う なも のか ？  

Ａ（林務部長 ）分収 率の見直しについ て は、面積の約 60％ を 占める 公有林や団 体

林 の 影 響 が 大 き い こ と か ら 、 先 ず 市 町 村 有 林 か ら 同 意 を 徔 、 地 域 の コ ン セ ン サス

を 形 成 し た 上 他 の 所 有 者 に も 働 き か け を 行 う こ と と し て い る 。 す で に 、 全 て の市

町 村 へ の 説 明 は 終 了 し 、 現 在 実 行 時 期 等 の 細 部 に つ い て 詰 め て い る 段 階 。  

 

 公 社 は 廃 止 と な っ た が ， 岩 手 県 と 大 分 県 は 共 に 森 林 県 で 岩 手 県 は 合 板 企 業 向 け

に 素 材 を 集 め て 供 給 す る 組 合 を 作 り 、 年 間 契 約 で 大 量 に 木 材 を 集 出 荷 し て い る 。

大 分 県 は 日 田 森 林 組 合 が 集 材 か ら 製 材 ま で 取 り 組 ん で 全 国 の モ デ ル 事 例 に も なっ

て い る 。  

 他 県 の こ と で 恐 縮 だ が 、 両 県 は 県 営 林 に 移 行 し た 際 に ど の よ う に 公 社 の 負 担 を

県 が 肩代 わり した のか ？ また 、税 金の 負担 は どの 程度 あっ たの か ？  

Ａ （ 林 務 部 長 ） 大 分 県 、 岩 手 県 で の 県 の 負 担 に つ い て は 、 両 県 と も 林 業 公 社 の債

務 に つ い て 立 木 の 持 分 権 に つ い て の 代 物 弁 済 により県が債 務 を引き受けている 。  

林 業 公 社 の 廃 止 に 伴 っ て 莫 大 な 手 間 や コ ス ト が か か っ て お り 、 全 て の 事 務 が 完了

し て い な い た め 、 こ れ に 伴 う 税 金 の 負 担 に つ い て は 分 か ら な い 。  

 

 ま た 、 こ の 度 総 務 省 は 経 営 が 悪 化 し た 第 三 セ ク タ ー な ど の 事 業 整 理 の 際 、 破 産

手 続 き で 地 方 自 治 体 が 三 セ ク の 債 務 を 肩 代 わ り す る 場 合 、 地 方 債 を 発 行 し て 充 当

で き る よ う に す る 方 針 を 打 ち 出 し 、 来 年 度 か ら の 運 用 を 目 指 す と い う こ と だ が 、

林 業 公社 がこ れに 適用 と なる のか 。  

Ａ （ 林 務 部 長 ） 林 業 公社についても検 討 中と聞いている。  

 

Ｑ  「林業」は、 果 たして純粋な意味 で の「業（なりわい）」 であ る か ？  

造 林 を 収 益 事 業 と し て の み 見 れ ば 思 い 切 っ て 公 社 を 解 散 ・ 撤 退 せ よ と い う 考 え

方 も 当 然 で あ る 。 し か し 、 そ れ だ け で 評 価 し て し ま う の も 、 視 野 が 狭 い の で はな

い か ？ 今 、 公 社 が 抱 え て い る 問 題 は 正 に 長 野 県 の 産 業 で あ る 林 業 を ど う す る のか

と い う 視 点 か ら 解 決 さ れ る べ き 問 題 で は な い の か ？  

路 網 の 整 備 、 間 伐 の 推 進 、 担 い 手 の 育 成 、 製 材 や 合 板 の 木 材 利 用 、 枝 葉 の エ ネ

ル ギ ー 利 用 、 県 産 材 住 宅 へ の 財 政 支 援 等 、 総 合 的 な 視 点 か ら 林 業 公 社 の 問 題 を考
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え な い と ６ ８ 年 後 の 孫 の 世 代 に 債 務 を 残 す 政 策 し か で て こ な い の で は な い か ？こ

の 経 営 改 善 プ ラ ン が よ り 実 効 性 の あ る も の に な る よ う 、 心 よ り 願 っ て い る 。  

 

★ロシアの丸太輸出関税率引き上げ延期について  

 

 次 に 、 木 材 需 給 に 関して伺い た い 。  

 ロシア政府が打 ち 出していた、来年 １月 からの 丸 太 の 輸出 関 税率 を 80％に 引き

上 げ る 方 針 が 、 プ ー チ ン 首 相 の 意 向 に よ り １ 年 先 に 延 期 に な っ た と 新 聞 報 道 があ

っ た 。 今 後 １ 年 間 の 猶 予 期 間 が あ る と す れ ば 、 県 内 木 材 産 業 界 へ の 影 響 は あ る の

か 、 ま た 、 近 い 将 来 、 ロ シ ア の 丸 太 か ら 国 産 材 へ の シ フ ト が 進 む 中 で 、 長 野 県 産

の 木 材の 需給 対策 を、 林 務行 政側 とし て今 後 どの よう に進 めて い くの か？  

Ａ （ 林 務 部 長 ） ロ シ ア の 動 向 に 関 わ ら ず 長 期 的 な 視 点 に 立 つ な ら ば 、 国 内 産 がベ

ス ト 。 地 域 材 の 活 性 化と 多様な流通対 す るシフト の構築に 取 り組んで行く。  

 

Ｑ  ひ と つ の 方 法 論 で あ る が 、 合 板 企 業 は ロ シ ア 材 の 代 わ り に 国 産 材 の 安 定 供給

を 求 め て い る こ と か ら 、 原 材 料 仕 入 れ の 際 に は 長 期 契 約 を 望 む と 思 う 。 企 業 と年

間 の 取 引 量 と 価 格 の 交 渉 を し 、 価 格 は 毎 年 見 直 し ３ 年 あ る い は ５ 年 の 長 期 契 約を

す る 。合板企業は 製 材業と違 い 、末口 14ｃ ｍ 以 上 の 丸 太 で あ れ ば 利 用 で き る の で

皆 伐 で 出 た 細 い 材 も 立 米 単 位 で 買 う も の と 思 う 。 し た が っ て 市 場 よ り 平 均 で 高く

販 売 で き 、 定 期 的 に 一 定 量 が 搬 出 さ れ れ ば 合 板 工 場 へ の 運 送 も 大 型 ト レ ー ラ ーを

チ ャ ー タ ー で き 、 物 流 貹 も 下 が る は ず で あ る 。（ 中 略 ）  

木 材 資 源 の 成 熟 に 伴 い 、 本 格 的 な 主 伐 期 を 迎 え る こ と か ら 、 し っ か り と し た 将

来 構 想 の も と に 、 木 材 産 業 が 益 々 発 展 す る と と も に 、 林 業 公 社 も 本 来 の 役 割 を果

た す こ と を 期 待 す る 。  


